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浅見　遊
あさみ　　		ゆう

千葉県立東総工業高等学校	建設科

美術館をテーマとしたこの卒業設計の特徴は、作者が

持っている旭市に対する強い愛情をベースに発想されて

いることです。それは、旭市特産の農作物を販売するマ

ルシェと美術館を結びつけることで、特定の人のための

美術館をみんなが集まる美術館に変えるという、大変ユ

ニークな提案を生み出しました。

あたりまえの話ですが、建築の敷地とは大地のことです。

豊かな大地が人間の生活や社会を育んできたからこそ、

街や建物が存在しているのです。建築の設計をするとい

うことは、今の姿を形作った大地と人間の歴史について、

深く理解することがとても重要です。そこから新しいデ

ザインが生まれてくるといっても過言ではありません。

場所に対する深い愛情から生まれた浅見君の卒業設計

は、そんな重要な種を内包しています。せっかくの種で

すから、これからその種を大事の育ててください。そし

て、個性的な花を咲かしてください。期待しています。

審査員：安田　俊也

作品用
顔写真

千葉県の北東に位置し、自然に囲まれた旭市。千葉県内

や県外の人々はどれだけ旭市のことを知ってくれている

のだろうか。

　「ひとが輝き　海とみどりがつくる健康都市　旭」

旭市の将来都市像である。旭市には豊富な特産物があり、

刑部岬や屛風ヶ浦の景色は素晴らしいものだ。

このような自然の産物や景観に優れた旭市の街を知って

もらいたい、旭の街に足を運んでもらいたいと考え、こ

こに美術館の設計をした。

銅賞

旭市立美術館
～旭の街を知る～
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